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1 まえがき

近年，防犯意識の高まりから，監視カメラの設置が進

められている．目撃情報などをもとにして，監視カメラ

に映った大量の人物の中から目的の人物を探す作業には，

膨大な時間と労力を要するため，画像処理により人物検

索を支援する技術が求められている．監視カメラが多く

設置されている空港や駅などではリュックやキャリーバッ

グなどの手荷物を所持した人が多く，これらの情報は人

物検索の重要な手掛かりとなる．これらのことから，本

研究では監視カメラの映像中の人物検索を支援するため

に，画像処理を用いて手荷物の有無を認識することを目

的とする．この際，従来研究 [1]では，手荷物の種類を限

定しないのに対して，本研究では手荷物の種類を限定す

ることによって，より詳細な人物検索の実現を図る．本

発表では，手荷物の種類としてキャリーバッグとリュッ

クに着目し，人物画像からそれぞれの有無を認識する手

法を検討した結果を報告する．

2 提案手法

手法は，学習段階，および認識段階に分けられる．こ

こでは，キャリーバッグの認識について説明する．リュッ

クの認識についても同様に処理する．

学習段階では，手荷物の有無を認識するための識別器

を構築する．学習には手荷物の有無，人物矩形，手荷物

矩形の情報が付与された様々な向きの人物画像を用いる．

はじめに，図 1のように，各学習画像に対して，特徴抽

出の対象となる矩形を設定する．対象矩形は，各画像中

の人物矩形と手荷物矩形の相対的な位置と大きさの情報

を利用し，人物矩形を基準として全画像中の手荷物矩形

を包含するような矩形とする．対象矩形内から特徴量を

抽出し，識別器を学習する．対象矩形は手荷物の種類に

合わせて独立に設定する．これにより，手荷物の種類毎

に適した認識ができる．

認識段階では，一般的な人体検出器によって得られた

人物矩形をもとに，学習段階と同様の対象矩形内から特

徴量を抽出する．次にその特徴量を識別器に入力して手

荷物の有無を認識結果として得る．

図 1 特徴抽出を行う対象矩形の設定（キャリーバッグ）

3 実験

実験に用いるデータセットを構築した．キャリーバッ

グとリュックそれぞれの有無，人物，撮影方向を変えな

がら，合計 480枚の画像を撮影した．図 2にデータセッ

ト中の画像の例を示す．これらの画像に対して，人物矩

形と手荷物矩形を付与し，人物 ID，キャリーバッグの

有無，リュックの有無をラベルとして付与した．

識別に用いる特徴量は，形状特徴として HOG，色特

徴としてHSV，テクスチャ特徴として LBPを使用した．

識別器にはカーネル SVMを利用した．評価には８分割

交差検定法を用いた．ポジティブサンプルとネガティブ

サンプルの割合は同じとした．

表 1に特徴量による認識率の比較を示す．HOGがキャ

リーバッグとリュックのどちらに対しても高い認識率を

示した．HSVは学習サンプル数が少ないためか，最も

低い認識率となった．

図 2 データセット中の画像の例

表 1 特徴量による認識率の比較

4 まとめ

監視カメラ映像中の人物画像から，その人物の手荷物

の有無を識別する手法を検討した．実験の結果から，キャ

リーバッグとリュックの有無の認識には形状特徴である

HOGが有効であることが分かった．今後の課題として，

他の特徴量の利用が挙げられる．また，実際に人物検索

を行う上では，手荷物を持っている人物の検出漏れをい

かに少なくするかが重要である．このことを考慮した手

法の評価も行いたい．
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